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フ
ラ
ン
ス
は
人
口
６
７
０
０
万
人
を

有
し
、国
土
面
積
は
日
本
の
約
１・５
倍
。

そ
の
50
％
を
農
用
地
が
占
め
る
。
本
連

載
の
冒
頭
（
２
０
１
８
年
２
月
号
）
で

紹
介
し
た
と
お
り
、
昔
も
今
も
欧
州
最

大
の
ヘ
ン
プ
栽
培
国
で
あ
る
。
１
９
６

５
年
に
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
ド
・
ゴ

ー
ル
氏
は
、
農
業
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

野
で
英
米
に
依
存
し
な
い
独
立
的
な
立

場
を
と
っ
た
。
そ
の
結
果
、
61
年
の
麻

薬
単
一
条
約
を
き
っ
か
け
に
東
西
冷
戦

下
の
西
側
諸
国
が
ヘ
ン
プ
栽
培
禁
止
の

国
内
法
を
整
備
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

フ
ラ
ン
ス
は
特
に
禁
止
し
な
か
っ
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
る
。
19
年
の
ヘ
ン
プ

の
栽
培
面
積
は
欧
州
全
体
で
約
５
万
ha

だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
３
割
に
当
た

る
１
万
７
０
０
０
ha
に
及
ぶ
。

無
形
文
化
遺
産
と
し
て 

伝
承
さ
れ
る
長
繊
維
の
利
用

90
年
代
以
降
の
近
代
的
な
ヘ
ン
プ
産

業
の
復
活
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

ヘ
ン
プ
繊
維
を
利
用
し
た
製
紙
、
住
宅

用
断
熱
材
、
自
動
車
内
装
材
の
生
産
が

産
業
化
し
た
。
だ
が
、
利
用
し
て
い
る

の
は
い
ず
れ
も
ヘ
ン
プ
の
短
繊
維
だ
。

つ
ま
り
、
中
世
以
降
、
ロ
ー
プ
や
糸
、

布
地
の
た
め
に
長
ら
く
続
い
て
き
た
ヘ

ン
プ
の
長
繊
維
の
利
用
は
、
ほ
と
ん
ど

失
わ
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

近
年
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
省
は
独
自
に

ヘ
ン
プ
長
繊
維
を
利
用
し
た
取
り
組
み

を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
し
て
き
た
。

同
省
が
毎
年
発
行
し
て
い
る
無
形
文
化

遺
産
目
録
に
20
～
30
ぺ
ー
ジ
に
渡
る
現

況
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
収
載
し
て
い
る
の

で
、
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

【
ブ
リ
ア
ン
ソ
ン
地
方
の
ヘ
ン
プ
栽
培

（
15
年
に
登
録
）】　

非
営
利
団
体
の
ブ

リ
ア
ン
ソ
ン
地
質
鉱
業
協
会
（
Ｓ
Ｇ
Ｍ

Ｂ
）
が
09
年
か
ら
毎
年
夏
の
『
忘
れ
ら

れ
た
技
術
の
日
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で

学
校
や
地
域
の
人
々
、
観
光
客
に
対
し

て
ヘ
ン
プ
の
糸
や
織
物
体
験
を
企
画
し

て
い
る
。
こ
の
地
方
は
山
岳
地
帯
で
、

ヘ
ン
プ
の
糸
や
織
物
製
作
は
寒
い
冬
の

生
業
だ
っ
た
歴
史
が
あ
り
、
唯
一
の
伝

統
的
な
ヘ
ン
プ
栽
培
者
が
一
人
で
献
身

的
に
技
術
の
伝
承
活
動
を
し
て
い
る
。

【
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
に
お
け
る
フ
ラ

ッ
ク
ス
（
亜
麻
）
と
ヘ
ン
プ
の
薬
用
お

よ
び
獣
医
用
の
利
用
（
20
年
に
登
録
）】

　

07
年
に
設
立
し
た
リ
ネ
ン
＆
ヘ
ン
プ
・

ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
協
会
を
中
心
に
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

亜
麻
種
子
と
ヘ
ン
プ
種
子
の
優
れ
た
栄

養
価
、
医
療
用
大
麻
を
含
め
た
植
物
療

法
、
動
物
の
飼
料
や
敷
料
と
し
て
利
用

し
て
き
た
経
緯
に
つ
い
て
情
報
発
信
を

し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
や
拡
張

現
実
（
Ａ
Ｒ
）
を
用
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
テ
キ
ス
タ
イ
ル
用
ヘ
ン
プ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
（
20
年
に
登
録
）】　

商
業
的
な
大
規

模
な
紡
績
工
場
は
60
年
代
に
な
く
な
っ

た
が
、
20
年
時
点
で
も
手
工
業
的
な
織

物
を
製
作
し
て
い
る
工
房
や
職
人
、
同

国
で
最
後
の
ヘ
ン
プ
・
ロ
ー
プ
工
場
や

紡
績
機
械
会
社
、
ヘ
ン
プ
播
種
用
種
子

会
社
、
新
し
く
紡
績
化
に
取
り
組
む
起

業
家
や
農
家
を
紹
介
し
て
い
る
。
文
化

遺
産
と
い
う
と
昔
な
が
ら
の
技
術
伝
承

の
み
に
着
目
さ
れ
が
ち
だ
が
、
技
術
革

新
を
狙
っ
た
新
し
い
取
り
組
み
に
も
光

を
当
て
て
、
国
内
の
唯
一
無
二
な
職
人

か
ら
実
験
的
な
工
場
ま
で
も
す
べ
て
リ

ス
ト
化
し
て
い
る
。
文
化
大
国
の
フ
ラ

ン
ス
ら
し
い
取
り
組
み
と
い
え
よ
う
。

１
０
０
％
ヘ
ン
プ
・ 

ジ
ー
ン
ズ
の
地
場
生
産

ヘ
ン
プ
紡
績
に
は
、
繊
維
の
長
さ
を

１
・
２
ｍ
と
短
く
採
取
す
る
亜
麻
方
式

（
図
１
）、
綿
化
し
て
繊
維
長
３
㎝
に
す

る
コ
ッ
ト
ン
方
式
、
約
３
ｍ
程
度
の
背

丈
を
そ
の
ま
ま
使
う
ヘ
ン
プ
方
式
、
レ

ー
ヨ
ン
や
リ
ヨ
セ
ル
化
し
た
セ
ル
ロ
ー

ス
再
生
繊
維
の
主
に
４
つ
の
生
産
方
式

が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
ヘ
ン
プ
方
式
を

フランス（２）
無形文化遺産による保護・継承と
ヘンプ生地国内製造への挑戦
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採
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
を
集

め
て
い
る
。
南
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ク
シ
タ

ニ
ア
地
方
で
16
年
夏
に
立
ち
上
が
っ
た

の
は
、
種
か
ら
栽
培
・
加
工
・
縫
製
ま

で
の
す
べ
て
の
工
程
を
フ
ラ
ン
ス
国
内

で
、
さ
ら
に
環
境
負
荷
を
最
小
限
に
抑

え
た
小
規
模
な
工
場
で
手
が
け
て
ジ
ー

ン
ズ
を
製
造
す
る
取
り
組
み
だ
。

ま
ず
、
ル
ー
マ
ニ
ア
か
ら
ヘ
ン
プ
糸

を
購
入
し
て
ジ
ー
ン
ズ
を
試
作
し
、
ヘ

ン
プ
繊
維
の
紡
績
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
者

を
集
め
、V

irgocoop

（
ヴ
ァ
ル
ゴ
コ
ー

プ
）
と
い
う
協
同
組
合
を
18
年
に
創
設

し
た
。
同
組
合
は
、
亜
麻
や
綿
花
で
使

わ
れ
て
い
る
紡
績
機
に
ヘ
ン
プ
を
合
わ

せ
る
の
で
は
な
く
、
背
丈
が
３
ｍ
程
度

に
な
る
ヘ
ン
プ
の
特
徴
を
活
か
し
た
小

型
解
繊
装
置
を
開
発
し
た
ヘ
ン
プ
ア
ク

ト
社
と
連
携
し
た
。
20
年
に
や
や
太
め

の
ヘ
ン
プ
糸
（
10

－

12‌

Nm
）
の
製
造
に

こ
ぎ
着
け
た
。
創
業
１
８
９
２
年
と
い

う
フ
ラ
ン
ス
最
古
の
ジ
ー
ン
ズ
メ
ー
カ

ー
の
「
ア
ト
リ
エ
・
タ
フ
ェ
リ
ー
」
が

染
織
し
た
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
ヘ
ン
プ
糸

を
使
っ
た
ジ
ー
ン
ズ
は
、
限
定
１
０
０

０
本
。
１
本
２
２
０
ユ
ー
ロ
（
約
２
万

８
０
０
０
円
）
で
発
売
さ
れ
た
（
図
２
）。

資
金
面
で
は
、
地
域
行
政
の
住
民
参

加
型
の
予
算
投
票
で
優
勝
し
て
獲
得
し

た
６
万
ユ
ー
ロ
（
約
７
８
０
万
円
）
も

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
同
組
合
が
掲
げ

て
い
る
目
標
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
の
社

会
的
、
環
境
的
、
経
済
的
問
題
の
市
民

に
よ
る
再
構
築
で
あ
る
。「
１
０
０
０
ユ

ー
ロ
で
、０・５
ha
で
ヘ
ン
プ
を
栽
培
し
、

約
70
本
の
ジ
ー
ン
ズ
が
で
き
る
」
と
広

報
し
、
一
般
市
民
か
ら
の
出
資
も
受
け

付
け
て
い
る
。
当
面
の
紡
績
装
置
の
開

発
投
資
に
は
総
額
50
万
ユ
ー
ロ
（
約
６

５
０
０
万
円
）
を
見
込
む
。
21
年
の
作

付
面
積
は
72‌

ha
だ
が
、
23
年
ま
で
に
３

０
０
ha
を
計
画
し
て
い
る
。

欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル　

戦
略
で
注
目
さ
れ
る
ヘ
ン
プ

さ
て
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
対

処
す
る
に
、
欧
州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル

戦
略
（
19

－

24
年
）
で
は
欧
州
か
ら
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
「
気
候
中
立
な
大
陸
」
と
い
う
目

標
を
定
め
て
い
る
。
な
か
で
も
繊
維
産

業
は
、
循
環
型
経
済
の
実
現
に
向
け
て

革
新
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
原
料
生
産

段
階
で
も
、
現
状
で
は
全
体
の
８
％
を

占
め
る
有
機
農
業
を
25
％
に
ま
で
引
き

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

ヘ
ン
プ
業
界
は
、
こ
う
し
た
動
き
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
る
。
欧
州
産
業

用
ヘ
ン
プ
協
会（
Ｅ
Ｉ
Ｈ
Ａ
）に
よ
る
と
、

ヘ
ン
プ
の
栽
培
は
土
壌
再
生
、
水
資
源

の
抑
制
、
森
林
破
壊
の
削
減
に
貢
献
し
、

生
物
多
様
性
を
高
め
、
持
続
可
能
な
農

業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

１
ha
当
た
り
の
ヘ
ン
プ
藁
束
の
収
穫
量

は
乾
物
で
約
12
ｔ
で
、
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
量
は
19
・
２
ｔ
。
藁
束
１
ｔ
当
た

り
換
算
で
、
１
・
６
ｔ
の
二
酸
化
炭
素

が
吸
収
さ
れ
る
と
い
う
の
だ
。

ま
た
、
17
年
の
発
刊
以
来
、
13
言
語

で
翻
訳
さ
れ
、
世
界
的
に
著
名
な
環
境

本
『
ド
ロ
ー
ダ
ウ
ン
』（
ポ
ー
ル
・
ホ
ー

ケ
ン
編
著
）
に
、
今
後
注
目
さ
れ
る
20

の
解
決
策
の
一
つ
に
、
環
境
負
荷
の
高

い
綿
花
の
代
替
と
し
て
ヘ
ン
プ
が
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
ま
さ
に
フ
ラ
ン
ス
の
長

繊
維
の
糸
か
ら
テ
キ
ス
タ
イ
ル
を
自
国

内
で
製
造
す
る
取
り
組
み
は
、
欧
州
の

環
境
・
農
業
政
策
に
合
致
す
る
の
だ
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
技
術

的
か
つ
経
済
的
な
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
か
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

図１：ヘンプ繊維の紡績工程（亜麻方式）

図２：�フランス製のヘンプ100％
の生地によるジーンズ

出典：https://www.virgocoop.fr
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